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●明治期のグリム童話翻訳の経緯をたどると、おおよそ三つの流れが
ある。一つは、最初の翻訳者である菅了法訳『西洋古事 神仙叢話』や
渋江保訳『西洋妖怪奇談』のように、西欧世界を理解する系譜として
現れた。もう一つの流れは、「女学雑誌」に紹介されていったものを読
むとわかるが、西欧の上流社会を模倣した母親の子どもに対するしつ
けの物語としてグリムが受容される。この系譜はその後、婦人雑誌に
継承されていった。三つ目の流れは、子どもに直接語りかける物語とし
て「小国民」「幼年雑誌」「少年世界」などに意訳・翻案され紹介された。
このうち、西欧世界理解の系譜は歴史的役割を終えて影を薄くし、子
どもに直接語りかける童話は、巌谷小波のお伽噺や小川未明の童話文
学の登場により創作童話へと脱皮していった。そして、二十世紀の日
本児童文学の母体となった。しつけの物語としてのグリム童話が、教
育制度の確立により、学校教育の中で普及し定着していくことになる。
　それから一世紀経つ。教育という啓蒙活動そのものが問われ始め、
グリム兄弟によって完成された模範的な民話、すなわち日本人にとっ
てはしつけの物語として定着してきたグリム童話に対する認識に揺れ
が生じた。グリム童話の初原を求めて、ヨーロッパ近代から中世への
民俗的な心の旅がここから始まった。この旅の目的は、グリム童話改
訂への関心という形で現れたが、実際はグリムを受容する日本人の意
識がどのように変容してきたかという日本人自身の問題に行き着くよ
うに思われる。それは変化の究明というより、アイデンティティの模
索といえよう。いま私たちはグリムを通して、一世紀余の西洋受容と
日本児童文学構築のありようを再検討する最良の時代に遭遇したのか
もしれない。（はじめに抄）
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■	明治期グリム童話の翻訳を、初期に翻訳されたもの、雑誌に掲載の
ものを中心に復刻（明治期に訳された約 300 点から 167 点を集録）。
全翻訳作品の「KHM分類別翻訳一覧表」「翻訳文学年表」を付す。

【参考】グリム童話 4 話の明治期に翻訳された作品リスト。☆は『翻訳集成』に収録されて、掲載の形で読むことができる。
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